
長崎労災病院の求める看護師像 　 １．人間、社会人,専門職業人としての使命感を持ち、キャリア開発に努力できる自律した看護師（人）

２．患者・家族を最優先に考え看護に専念できる看護師（人）

３．常に笑顔で、挨拶・思いやり・心配りができる看護師（人）

４．組織の一員として組織の発展を考慮し、組織における自己の役割を果たすことのできる看護師（人）

対象 担当委員会 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

アソシエイト 新人教育委員会 4/12 10/5 3/7

プリセプター 新人教育委員会 4/7 10/3 3/4

新人教育委員会

6/22：
14か月フォロー
アップ（卒後2年
目対象）

コーチング研修
e-ラーニングによ
るコーチング研
修：5～10月に視
聴

7/31：
看護過程

9/15：
看護倫理

Ⅲ 継続教育委員会

コーチング研修
e-ラーニングによ
るコーチング研
修：5～10月に視
聴

9/29：
ナラティブ

10/25：
看護倫理

継続教育委員会
4/14：
グループリーダー
研修

11/13：
看護倫理
（ラダーⅣ+師長
補佐）

12/11：
看護倫理
（ラダーⅣ+師長
補佐）

看護研究委員会

Ⅴ 看護研究委員会

管理者 キャリア開発

看護研究委員会 全体研修

看護研究委員会 個別指導

中途採用者
育休復帰者

キャリア開発

【ラダーレベル以外の研修】

対象 担当委員会 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

臨床指導者 臨地実習指導者会

6/2：
臨地実習研修会

看護補助者 継続教育委員会

グループ
リーダー

継続教育委員会
4/13：
グループリーダー
研修

次世代
リーダー

看護部

6/7育成研修①
6/8育成研修②
6/21育成研修③
6/22育成研修④

7/5育成研修⑤
7/6育成研修⑥

フィジカルアセスメント

基礎習得コース：
そのバイタルサイ
ンは何を示す？
～患者の現在を
見極め、未来を
見通す～

中堅コース：
・看護師が知って
おきたい画像検
査の読み解き方
・心不全パンデ
ミック時代の急性
増悪への対応

日々のリーダー

看護管理コース：
今日からりー
ダー！スタッフを
巻き込むマネジメ
ント術

看護倫理

認知症コース：
認知症患者の日
常ケアで生じる倫
理的問題

倫理関連：
臨床倫理入門、
臨床倫理事例検
討法

酸素療法

基礎習得コース：
明日からのケア
も怖くない！人工
呼吸器ベーシック

中堅コース：急性
期から慢性期へ
とつなぐ呼吸管
理～COPDを中
心に～

PNS

静脈注射レベル3
（卒後2年目対
象）

6/29
静脈注射レベル3
（講義＋テスト）

静脈注射
（化学療法）

リスクマネジメ
ント部会

退院支援
リンクナース会

入退院支援・地
域包括ケアコー
ス

ＮＳＴ
リンクナース会

認知症ケア
リンクナース会

脳卒中リハ：蒲池 術後看護：前川 緩和ケア：前川

★赤字：ＯＪＴ ★青字：ラダー申請必須研修（詳細はキャリア開発ファイル参照） ★緑字：e-ラーニング研修

★日にちの変更の可能性もあります。各自、各研修案内で必ず確認をお願いいたします。 2023/3/30

看護補助者研修コース”を受講（全看護補助者対象）

全体

継続教育委員会

看護部対象：DVD視聴による学習
「医療安全の基本（仮）」

基礎習得コース：経口摂取を支える口腔健康管理と食事介助方法～看護師は何をする？～
認知症・高齢者コース：高齢者をサルコペニア・フィレイルにさせないために～看護師が行う栄
養看護～

認定看護師会

静脈注射（レベル4）：部署とがん化学療法認定看護師とで調整

看護補助者との協働等（中途採用
者・育休復帰者対象） 看護補助者関連コース７項目（入職、復帰に合わせて随時視聴）

技術チェックリストに沿い、技術確認・指導
・新規採用者に対する講義は入職時に実施
・技術研修については、看護補助者研修コースの受講
とチェックリストによる技術確認・指導を実施

＜看護編1 事例動画＞現場で役立
つ！認知症のアセスメントとケア

＜看護編2 事例動画＞現場で役立
つ！認知症の方へのコミュニケー
ション・環境調整

Ⅳ

看護研究コース：①倫理的配慮の基本　②研究デザインを理解する
③文献検索と文献検討を行う

　　①②③受講者よりエントリー募集

看護研究

Ⅱ

継続教育委員会

勤労者看護のDVD視聴

令和5年度　看護部研修計画

Ⅰ 新人教育委員会

4/3・4：ＯＲ
4/19：コミュニ
ケーションエラー
4/19：5S

5/19：ME機器
5/29：ピアサポー
ト
・静脈注射レベル
Ⅰ・採血
・BLS

・急変時の対応
（5～6月）

6/20：多重課題
①
6/20：
褥瘡予防①基礎
・看護必要度

7/14：フィジカル
アセスメント①
7/28：感染経路
別予防策
7/28：情報収集

9/7：接遇
9/8：KYT
・褥瘡予防②

10/12(予備日
10/6)：ピアサ
ポート
10/30：看護倫理

・多重課題 11/9：
静脈注射・静脈
採血レベル１

1/29：
フィジカルアセス
メント②

3/22：
ピアサポート


